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１年 組 番 ２年 組 番 ３年 組 番

高校生活支援カード
生 徒 名 出身中学校

保 護 者 名 記 載 日 年 月 日

生徒記入欄（以下の質問は生徒本人が記入してください）

Ⅰ将来の目標等について ＊該当する□に✔をつけてください。

１ 人との関わり方・働き方について

次のＡとＢのうち、大切にしたい方の数字に○をつけましょう。どちらが正しいということはあり

ません。自分の気持ちに正直に選択してください。

【人との関わり方】

Ａ １ ２ ３ ４ Ｂ
いろいろな人と友人になりたい ｜ ｜ ｜ ｜ 必要な人とつきあいたい

１ ２ ３ ４

人の意見を聞いて行動する ｜ ｜ ｜ ｜ 自分で考えて行動する

１ ２ ３ ４

困った時は人に相談する ｜ ｜ ｜ ｜ 困った時は自分で解決する

【将来就きたい仕事について】

Ａ １ ２ ３ ４ Ｂ
幅広くたくさんのことに挑戦したい ｜ ｜ ｜ ｜ 一つの事を極めたい

１ ２ ３ ４

毎日いろいろな人と接する仕事 ｜ ｜ ｜ ｜ 毎日接する人が決まっている仕事

１ ２ ３ ４

能力を十分にいかせる仕事 ｜ ｜ ｜ ｜ 能力をいかせるかにはこだわらない

２ 自分がもっとも得意と感じる力について、次の３つの中から１つ選んでください。

□先生の話をきちんと聞く力 □課題や提出物等をやりとげる力

□発言や発表、企画・立案をする力

３ 卒業後の進路について、希望する進路を選んでください。

□国公立大学 □私立大学 □専門学校 □就職 □未定

□その他の進路（ ）

４ 高校生活で不安に感じる事（複数回答可）

□成績 □進級 □卒業 □進路

□友人関係 □コミュニケーション □部活動 □いじめ □通学 □遅刻 □欠席

□忘れ物 □提出物 □生活指導面 □その他（ ）

５ その他の高校生活で気になること、あなたが伝えたいことがあれば書いてください。

保護者記入欄（以下の質問は、お子様のことについて保護者の方が記入して

ください）

Ⅱ 地域との関わりについて ＊該当する□に✔をつけてください。

１ 小中学校時代の地域等との関わりについて（複数回答可）

□教育関係（地域のスポーツクラブや学習塾等）

□地域関係（子ども会や他の団体等）

□福祉関係（地域の福祉機関やボランティア団体等）

□医療関係（かかりつけの医療機関等）

＊さしつかえがなければ、具体的にどのような団体や機関で活動されていたのか書いてください。

Ⅲ 安全で安心な高校生活を過ごすために

１ 下記の２～9 の内容について授業開始までに担任からの連絡を希望しますか。

□はい □特にない

２ 障がい等で支援を希望することがありますか。 □はい □特にない

配慮の内容 □トイレ □食事 □更衣 □友人との関係 □服装等のこだわり

□その他（ ）

3 個別の教育支援計画を持っていますか。 □持っている □持っていない

4 スクールカウンセラーによるカウンセリングを希望しますか。

□はい □特にない

5 これまでの学校生活で通学しにくくなるような出来事はありましたか。

□はい □特にない

6 学校生活面で配慮を希望することがありますか。 □はい □特にない

7 学習面で教員に配慮を希望することがありますか。 □はい □特にない

8 高校生活で不安に感じる事（複数回答可）

□成績 □進級 □卒業 □進路

□友人関係 □コミュニケーション □部活動 □いじめ □通学 □遅刻 □欠席

□忘れ物 □提出物 □生活指導面 □その他（ ）

9 本人が得意な事（自慢できる事）や評価してほしいところについて書いてください。

＊さしつかえがなければ、学校生活面・学習面で具体的にどのような配慮が必要か記入してください。
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【数字について】

心 の ケ ア（教育相談）

本校では、生徒・保護者の相談事への早期対応

及び心のケアを図るため、臨床心理士のスクール

カウンセラーを配置し、年間４０回程度（週１回

程度）相談室を開室しています。

生徒のみなさんや保護者の方が、何か気になる

こと、どうすればいいかなと感じていること等が

あるときには、スクールカウンセラーのカウンセ

リングを受けることが出来ますので、気軽に利用

して下さい。

スクールカウンセラーによる個別のカウ

ンセリングの他に、生徒対象の講習会や保

護者対象の講演会を実施したり、「教育相談

のお知らせ」を年間数回発行し、スクール

カウンセラーからの、皆さんの心が元気に

なるメッセージなどを載せています。

また、教職員対象の研修会を実施し、生

徒への理解を深め相談体制の充実に努めて

います。

学校が生徒の状況や保護者のニーズを把握するために、

入学時に「高校生活支援カード」を記入していただいてい

ます。

これを活用することにより、保護者・生徒の想いを受け

止め、高校卒業後の社会的自立に向けて学校生活を送れる

よう適切な指導・支援の充実につなげます。




